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論 文 内 容 の 要 旨

 目的

 疑核周辺部外側網様体を電気刺激すると，吸息性ニュ

ーロンの抑制がおきる．本研究は同刺激の，1）呼吸相

の持続時間，2） 横隔神経発射の一過性抑制の潜時およ

びその持続時間，3）延髄呼吸性ニューロンの抑制およ

び反射応答，等に対する位相効果について調べることを

目的としている．

 実験方法

 ウレタン麻酔ウサギ26匹を用い，両側頚部迷走神経切

断，延髄背側面を露出，ガラミソで不動化し，人工呼吸

下で実験を行なった．閂レベルの疑核近傍網様体を持続

時問0・03msec，間隔4msec，2～2．5Vの4発の矩形波

で単極的に行なった．刺激電極として尖端2～10μのタ

ングステン電極を用いた．延髄呼吸性ニューロンの記録

は2Mクエソ酸カリウムをつめたガラス毛細管電極を用

い，刺激電極の反側延髄で行なった．

 実験結果と考察

 横隔神経発射の刺激による一過性抑制持続時間は吸息

相の前期に刺激を与えた時に小で，後期に与えられるに

つれて増加した．抑制の潜時は吸息相の初期から中期に

かけて刺激が与えられるにつれて減少したが，中期以降

ではほぼ一定であった．延髄吸息性ニューロンでも横隔

神経とほぼ同じ傾向を示した．

 吸息相刺激は上述の一過性抑制を起こすのみならず，

刺激の与えられた吸息相およびそれにつづく呼息相の持

続時間を変えた．この刺激効果は刺激時相によって異な

った．吸息相前半刺激は吸息相の持続時間を少しく延長

させπが，中期以降の刺激では逆に減少させた．この減

少率は中期刺激で最大で後期にかけて減少した．刺激の

与えられた吸息相につづく呼息相の持続時間は吸息相の

それとほぼ同じ傾向の変化を示した．これに対して呼息

相刺激は呼吸息両相の持続時間セこは影響を与えなかっ

た．

 以上の結果から，疑核近傍網様体に存在する呼吸性ニ

ューロンは単に呼吸中枢からの下行路に含まれる出力系

介在ニューロンとしての機能をもつのみならず，呼吸リ

ズム発生の統合機序にも関与しているものと考えられ

る．

論 文 審 査 の 要 旨

本論文は，ウサギ疑核近傍に存在する呼吸性ニューロ．ンが，単に呼吸中枢からの下行路における出力

系介在ニューロンとしての機能を有するのみならず，呼吸リズム発生の統合機序にも関与することを

示したもので，学術上価値大なるものと認める．
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